
明治大学図書館情報学研究会
2024年度第１回例会

図書館における生成AI活用の可能性
角田裕之氏（元鶴見大学教授・

中央大学政策文化総合研究所客員研究員）
●要旨
令和5年7月13日に文部科学省は「大学・高専における生成AIの教学面の

取扱について」で利活用と留意すべき点を周知した。これを受けて、全国の
大学では生成AIを活用する授業が開始された。司書養成科目は情報と相互に
密接な関係があり、生成AIの活用と課題は重要なテーマとなった。生成AIは
学習した膨大なテキストに基づいて情報を効率的に処理するため、情報資源
組織演習の主題組織（主題分析・翻訳）に活用できるであろう。一方、事実
に基づかないもっともらしい誤情報（ハルシネーション）を生成する特性も
あり、情報サービス演習で生成AIをレファレンスツールとして利用した場合
の妥当性や危険性についても説明する。本発表では、図書館における生成AI
の回答事例を検討し、現在、司書課程で図書館情報学の研鑽を積まれている
皆さんにとって、参考となるような話ができればと考えている。

●発表者略歴
筑波大学大学院図書館情報メディア研究科同専攻で引用分析を研究。文献

や研究者などが他へ及ぼす学術に関する影響の程度を測定する指標を開発
し、博士（図書館情報学）を取得。専門は計量書誌学。民間企業を経て尚絅
大学、鶴見大学に勤務し、現在は、國學院大學、大妻女子大学、昭和音楽大
学で非常勤講師を務めている。公益社団法人日本図書館協会理事、同国際交
流事業委員会委員、一般社団法人情報科学技術協会監事、元国際図書館連盟
教育研修部会常任委員、情報メディア学会会長、情報社会学会監事。

申込先：shisyo@meiji.ac.jp（学生以外の方の申込締切：
6月28日（金）※事前申込が必要です。参加無料） 
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~shisyo/

日 時︓2024年 7月6日（土）10:50-12:30
会 場︓明治大学和泉キャンパス第一校舎413教室
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